





1. Effect of BCL-2 on cellular life span 
(BCし2の細胞寿命への影響）
1 ) Effect of BCし2down-regulation on cellular 
life span 
(BCし2発現抑制の細胞寿命への影響）
2 ) Life span shortening of normal fibroblasts by 
overexpression of BCL・2:a result of potent irト





















2. Attachment of autogenous tendon graft to cortical 























3. Transplanted neuronal progenitor cells in a pe-
ripheral nerve gap promote nerve repair 
（末梢神経欠損部位において神経前駆細胞移植は神
経修復を促進する）
村上 健
展開医科学専攻病態制御医科学講座（整形外科学）
本研究の目的は培養神経前駆細胞を末梢神経欠損部
位に移植し，神経修復を促進できるかどうか検討する
ことである。神経前駆細胞は胎仔ラット海馬より採取
し， bFGF存在下に増殖させた。まず神経前駆細胞が，
コラーゲンゲルを含む培地内で未分化な状態での自己
複製能と多分化能を維持していることを免疫染色にて
確認した。この後に同系8週齢ラットの左坐骨神経に
コラーゲンゲルに包埋した神経前駆細胞を移植し 6週
および8週飼育した。 10週後の標本では神経欠損部位
および、欠損部位より末梢端において有意に軸索形成が
促進されていた。さらにこの再生神経を電気刺激した
ところ活動電位を認めた。この神経活動電位の遅延時
間は正常神経と比べてほぼ同等であったが，振幅は約
3分の lであった。これらの結果より神経欠損部位に
